
■保証の申請について
付属装置(TNCなど)、または付加装置(トランスバーターやパワーブースターなど)を付ける場合は、非技適証明

送受信機となりますので、TSS株式会社に必要事項を記入した｢アマチュア局の無線設備の保証願書｣を、｢無線局
申請書｣に添えて申請してください。
なお、保証願書および申請に関するお問い合わせ先は、下記のとおりです。

〒112-0011 東京都文京区千石4-22-6 TSS株式会社　保証事業部
電話番号：03-5976-6411

■旧電波型式の"F1"および"F2"について
旧電波型式表示の"F1"には、RTTY、パケットやPSKなどを使用した通信が含まれていましたが、新電波型式表示ではこれ

らが区別され、RTTYは"F1B"、PSK31などは"G1B"、パケットはFSKの場合"F1D"、PSKの場合は"G1D"と細分化されて
います。また旧電波型式表示の"F2"には、CW、RTTY、パケットなどのトーン信号を使用した通信が含まれていましたが、新
電波型式表示ではこれらが区別され、CWは"F2A"、RTTYは"F2B"、パケットは"F2D"と細分化されています。
なお、新電波型式表示の詳細については、弊社ホームページ、または(社)日本アマチュア無線連盟(JARL)のホームページを

ご覧くださいますようお願いいたします。
アイコムホームページ http://www.icom.co.jp
JARLホームページ http://www.jarl.or.jp

平成16年1月13日より電波法の改正に伴い、電波型式の表示および無線局免許状への記載方法が改正されています。
この改正により、新しく無線局免許を申請するときは、無線局申請書(無線局事項書/工事設計書)に新しい電波型式に

よる記載が必要となります。
新電波型式での｢無線局事項及び工事設計書｣は、以下の要領で記入してください。
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21　希望する周波数の範囲、空中線電力、電波の型式�
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電波の型式は、一括記載コードで記入できます。�
一括記載コードの中に、希望する電波型式が無い場合は、
個々に新電波型式で記入してください。�
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新電波型式での免許申請書の書きかた
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■送信系統図
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■バンドの使用区分について
電波を発射するときは、下記の使用区分図にしたがって運用してください。
なお、バンドプラン(使用区分)は改訂される場合があります。
最新の情報は、JARLニュースなどでご確認ください。

144MHz帯� 周波数：MHz

【注1】144.02MHzから144.10MHzまでの周波数は、月面反射通信にも使用できる。�
 この場合の電波の占有周波数帯幅の許容値は6kHz以下のものに限る。�
【注2】144.30MHzから144.50MHzまでの周波数は、国際宇宙ステーションとの交信に限って広帯域の電話、電信及び画像通信�
 にも使用することができる。�

 非常通信周波数�

呼出周波数•非常通信周波数�

狭帯域デジタル�

CW,狭帯域の電話�
•電信 •画像 注2 広帯域の電話 •電信 •画像�EME�

�

145.00

.80 146.00.50.40 .50.70

.02 .10

144.00

広帯域�
デジタル�

全電波型式�
( 実験 • 研究用 )

CW�
注1 衛星�

.65

非常通信周波数�

狭帯域：占有周波数帯幅6kHz以下、広帯域：6kHz以上�

14/18MHz帯� 周波数：kHz

CW,狭帯域の電話 •画像�CW

18,168

,110

,10018,068

ビーコン(注)

狭帯域デジタル※�

CW,狭帯域の電話 •画像�CW
14,350

,100

,070 ,11214,000

ビーコン(注),｠非常通信周波数（±10kHz）�

狭帯域デジタル※�

【注】14,100kHzと18,110kHzの周波数は、JARLが国際的な標識信号（ビーコン）を送信する場合に限る。�

21/24MHz帯� 周波数：kHz

CW,狭帯域の電話 •画像�

,930

CW

24,990,92024,890

ビーコン(注)

狭帯域デジタル※�

非常通信周波数（±10kHz）�

CW,狭帯域の電話 •画像�CW

21,450

,150,070

,125 ,20021,000

ビーコン(注)

狭帯域デジタル※�

【注】21,150kHzと24,930kHzの周波数は、JARLが国際的な標識信号（ビーコン）を送信する場合に限る。�

50MHz帯� 周波数：MHz

28MHz帯� 周波数：MHz
狭帯域デジタル※�

ビーコン(注1),｠非常通信周波数（±10kHz）�

CW,狭帯域の電信 •電話 •画像�CW

29.00 29.30 .51
.59

.61 29.70.15.07

.20

28.00

衛星�広帯域の電信 • 電話 • 画像�
デジタル ,

レピータ�レピータ�
広帯域の電信•電話�

【注1】28.20MHzの周波数は、JARLが国際的な標識信号（ビーコン）を送信する場合に限る。�
【注2】29.00MHzから29.30MHzまでの周波数は、外国のアマチュア局との狭帯域の電話・電信・画像及びCWによる�
　　　  通信にも使用することができる。�

CW

1,810 1,825

CW

1,907.5 1,912.5

周波数：kHz1.9MHz帯�

周波数：kHz3.5/3.8MHz帯�

CW,狭帯域の電話 •画像�CW CW,狭帯域の電話※2

3,791 3,8053,7473,575,5203,500 3,754

非常通信周波数（±5kHz）�

狭帯域デジタル※1 ,525

CW,狭帯域の電話 •画像�

※1：F1B,F1D,G1B,G1Dに限る。　※2：A1A,H3E,J3E,R3Eに限る。�

7/10MHz帯� 周波数：kHz

CW,狭帯域の電話 •画像(注 )CW CW
7,100

,030

,0257,000

非常通信周波数（±5kHz）�

狭帯域デジタル※� 狭帯域デジタル※�

,14010,100 10,150

 【注】7,030kHzから7,045kHzまでの周波数は、外国のアマチュア局との狭帯域デジタル電波による通信にも使用すること�
　　　ができる。�

※F1B,F1D,G1B,G1Dに限る。�

※F1B,F1D,G1B,G1Dに限る。�

※F1B,F1D,G1B,G1Dに限る。�

※A2A,A2B,A2D,F1B,F1D,G1B,G1Dに限る。�

【注1】外国のアマチュア局と通信を行う場合に限り、RTTY及びデータ伝送も行うことができる。�
【注2】50.01MHzの周波数は、JARLが標識信号（ビーコン）を送信する場合に限る。�
【注3】51.00MHzから51.50MHzまでの周波数で、外国のアマチュア局と通信を行う場合は、狭帯域の電話・電信・画像及びCW�
　　　  による通信にも使用することができる。�

非常通信周波数�

呼出周波数・非常通信周波数�

狭帯域デジタル� 広帯域デジタル�

非常通信周波数�

CW,狭帯域の電信 •電話 •画像� 広帯域の電話 •電信�
•画像(注3)

CW,EME�
注1,2

52.00

51.00

.90

.50

.50 54.00.90

.10

50.00

CW, 狭帯域の電話�
・電信・画像�

全電波型式�
( 実験 • 研究用 )

ビーコン(注2)

狭帯域：占有周波数帯幅6kHz以下、広帯域：6kHz以上�

狭帯域：占有周波数帯幅6kHz以下、広帯域：6kHz以上�

狭帯域：占有周波数帯幅6kHz以下�

狭帯域：占有周波数帯幅6kHz以下�

狭帯域：占有周波数帯幅6kHz以下�

狭帯域：占有周波数帯幅6kHz以下�


